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第 1 巻 第 1 号 

会社名 

ニュースレターのタイトル 

1 面記事の見出し 
ここに記載する記事は 430 文字から 560 文字程度の長さにします。 

ニュースレターの目的は、対象読者に特定の情報を提供することにあります。ニュースレターは、製品やサービスを宣伝したり、同僚、会員、従業員、取引先に対して会社をアピールしたり信頼を勝ち取るための道

具として適しています。 

まず、どのような読者がこのニュースレターを読むか考えてください。読者は、ニュースレターに載せた記事を読むことで利益を得る人です。たとえば、従業員、製品を購入しようと考えている人、サービスを必要とし

ている人などです。 

製品やサービスについての問い合わせ、アンケートの回答、名刺、会員リストなどから情報を集めて住所録を作ると良いでしょう。顧客情報を販売してる会社からリストを購入する方法もあります。  

どのような読者を対象にするか決めたら、デザインを決めます。Publisher には、いろいろなスタイルを使った各種印刷物のデザインが用意されています。その中から目的に合ったデザインを選んでください。 

次に、ニュースレターにどれだけ時間と費用をかけるか決めます。かけられる時間と費用によってニュースレターを発行する回数や記事の分量もある程度決まります。読者に定期的に発行されるニュースレターだ

ということが分かるよう、少なくとも年 4 回発行することをお勧めします。 

2 つ目の記事の見出し 
ここに記載する記事は、230 文字から 350 文字程度の長さにします。 

見出しはニュースレターの重要な部分なので、慎重に検討する必要があります。 

短い語句で記事の内容を正確に記述して、読者を引き込む必要があります。記事を書く前に見出しを作成します。こうすることで、記事の焦点がぼけるのを防ぐことができます。 

見出しの例には、「当社製品が業界賞を受賞」、「新製品で時間を短縮」、「会員向けキャンペーンで目標以上の成果」、「新オフィスがご近所にオープン」などがあります。 

目次: 

記事のタイトル ............................................................................................................... 2 

記事のタイトル ............................................................................................................... 2 

記事のタイトル ............................................................................................................... 3 

記事のタイトル ............................................................................................................... 3 

記事のタイトル ............................................................................................................... 4 

記事のタイトル ............................................................................................................... 4 

記事のタイトル ............................................................................................................... 4 

ハイライト 

 特に読者の注意を引きたいポイントを記入します。 

 特に読者の注意を引きたいポイントを記入します。 

 特に読者の注意を引きたいポイントを記入します。 

 特に読者の注意を引きたいポイントを記入します。 

 
新・東大阪病院ついにその姿を現す 

 

 

 

 10月に開院予定の「新・東大阪病院」が4月末に覆われていたシートを外し、ついに

その姿を私たちの前に見せてくれました。 

 私見ではありますが、白を基調に赤茶、薄茶を身にまとったその姿は蒲生の町の景観

に良くマッチし、新しさとなつかしさの両方を醸し出す雰囲気だと感じております。そ

の姿に、私たちは興奮を禁じえません。 

 これから12月までの8か月にわたり新病院のご紹介を連続してお届けし、先生方にも

新しい東大阪病院を身近に感じていただきたいと思っております。 

 今回は新・東大阪病院の外観写真を掲載させていただきますので、先生方にも新病院

のイメージを感じていただければと思います。 
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新病院 南西方向より 

新病院の4階部分には、緑地スペースがあります 

新病院 東側より 新病院 南東方向より 
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整形外科のご紹介 

 本年4月から、関西医科整形外科教室から整形外科に2名の新任医師が赴任しました。 

 当院の整形外科には、平成27年12月に中島部長が就任し、「救急外傷」の受け入れ強化を行って

おり、加えて関西医科大学の関連病院として医師の派遣を頂いております。 

 中島部長の赴任から7年経過し、整形外科救急搬送件数及び手術件数は増加しており、これもひと

えに地域の先生方のご紹介の賜物であると心より感謝しております。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 ここ3年間、新型コロナ感染が蔓延している状態の中でも、全体の救急搬送受け入れ数は3,000件

越えを維持できました。整形外科救急はコロナ禍でやや減少し、手術件数も前年より減少しまし

た。10月から新病院に移転し、救急室・手術室・病室などの環境も充実します。今後、整形外科の

外来・救急に注力し、整形外科の更なる受け入れ増強をしていきたいと考えております。 

 当院は『24時間、365日体制』で整形外科医師が救急受け入れ対応をしております。地域で活躍

されておられる先生が外来で診られている患者さん、施設で管理されている患者さんで、整形外科

受診が必要な時に、是非ご相談いただけたらと思います。 

 

直通TEL 06-6932-0369 直通FAX 06-6932-0086 

東大阪病院 地域医療連携部 
 東大阪病院（代表） 

 T E L :０６（６９３９）１１２１    ＦＡＸ :０６（６９３９）１１９１  

大阪府大阪市城東区中央１丁目７－２２ 

医 員 福﨑
ふくざき

 剛広
たかひろ

 医師 

 ４月より常勤医としてお世話になります、福﨑剛広と申します。 

 骨折をはじめとした一般外傷や慢性疾患も診療させていただきます。 

 地域に貢献できるよう精進してまいります。骨折での手術加療が必要な方など 

 ご紹介をお待ちしております。 

医 員 川端
かわばた

 祐太
ゆ う た

 医師 2018年卒業 

 ４月より当院整形外科の常勤としてお世話になります、川端祐太と申します。   

 骨折を中心として、慢性疾患の診療にもあたりたいと考えております。 

 紹介なども積極的に受けていきたいと考えております。 

 少しでも地域医療に貢献できるよう日々の診療に取り組んでまいります。 

 よろしくお願い致します。 

2019年卒業 


